
生活援助確認フローチャート

チェック１： 事業対象者、要支援１～２、要介護１～５の認定を受けている。

チェック２： 利用者本人に対してヘルパーによる生活援助が必要である。

チェック３： 「同居家族がいない」または「同居家族は家事ができない」こと。

同居家族あり

障害・疾病なし

やむを得ない事情なし チェック４： 訪問介護におけるサービス行為ごとの区分等について（平12老計10）

指定訪問介護事業所の事業運営の取扱い等について（平12老振76）

に照らして、サービス提供内容が介護保険給付サービスとして適切か。

チェック５： 事前にケアプランに位置付けられていること。

チェック６： ケアプランが合意され、明文化されていること。

チェック７： 事前に訪問介護計画に位置付けられていること。

生活援助として
算定できる

介護保険の訪問介護以外の方法での
代替サービス・支援方法を再検討する。

同居家族の有無

障害・疾病の有無

生活援助として
算定できない

やむを得ない事情の有無

同居家族なし（日中独居は含まず）

障害・疾病があり家事が困難

やむを得ない事情があり家事が困難

不適切

適切

該当

非該当


